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令
和
５
年
夏
、
和
歌
山
市
内
初
の

女
子
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「
F
C
J
U
N
R
E
L
O
V
I
V
O

G
I
R
L
S
」
が
、
設
立
に
向
け
始
動
し

ま
し
た
。

J
U
N
R
E
L
O
（
ジ
ュ
ン
レ
ー
ロ
）

の
由
来
は
、
和
歌
山
県
が
誇
る
世
界
遺
産
・

熊
野
古
道
の
「
巡
礼
路
」。
選
手
に
と
っ

て
の
修
験
道
、
夢
の
聖
地
に
続
く
路
で
あ

り
た
い
と
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
６
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
練
習
や
試

合
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
令

和
７
年
に
は
本
格
的
に
始
動
す
る
た
め
、

メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
と
の
こ
と
で
す
。

女
子
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
以
前
の
平
成
29

年
に
、
代
表
の
小
坂
さ
ん
、
総
監
督
の
松

尾
さ
ん
を
中
心
に
、Ｕ
ー
１２
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
「
F
C
J
U
N
R
E
L
O
」
が
設
立

さ
れ
、
翌
年
に
は
Ｕ
ー
１５
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
チ
ー
ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
を
続
け
る
中
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
で

男
子
と
と
も
に
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
女
子
選

手
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
女
子
だ
け

の
チ
ー
ム
が
市
内
に
な
い
こ
と
か
ら
、
中

学
生
に
な
る
と
サ
ッ
カ
ー
を
辞
め
て
他
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
続
け
る

た
め
に
県
外
の
チ
ー
ム
へ
移
る
選
手
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

監
督
や
コ
ー
チ
を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
で
大
切
な
女
子
選
手
を

預
か
る
中
で
、
こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し

た
い
と
い
う
思
い
を
ず
っ
と
抱
え
ら
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
令
和
５
年
、
活
動
に
区
切
り

を
つ
け
た
他
チ
ー
ム
の
思
い
を
受
け
継
い
だ

「
F
C
J
U
N
R
E
L
O
V
I
V
O
」

と
し
て
再
出
発
し
た
こ
と
を
機
に
、
女
子

選
手
の
受
け
皿
と
な
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

監
督
に
は
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
で
活
躍

し
た
経
験
が
あ
る
和
歌
山
市
出
身
の
女
性

を
選
出
。
ま
た
、
他
の
少
年
チ
ー
ム
で
同

じ
思
い
を
持
つ
女
子
選
手
や
そ
の
指
導
者

に
声
を
掛
け
た
り
、
選
手
自
身
で
友
達
に

呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、

よ
う
や
く
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　女子スポーツ選手の中には、技術
や情熱があっても、続けられる環境が
なく諦めてしまう選手がいます。
　和歌山市の女子サッカーでも、有
望な選手が、より環境が整っている
県外の強豪チームへ流出してしまう
という課題があります。
　今回は、ふるさと和歌山で夢を追
い続けられるよう活動されている女子
中学生サッカークラブチームを取材
しました。

未
来
の
ス
タ
ー

～
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
新
た
な
一
歩
～
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６
人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
中
学
生

だ
け
で
は
な
く
、
小
学
５
年
生
・
６
年
生

の
選
手
も
い
ま
す
。
今
は
人
数
が
少
な
い

た
め
、
中
学
生
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
一
緒
に
活

動
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
取
材
当
日
は
、
関
西
大
会
出
場

に
向
け
、
他
チ
ー
ム
か
ら
参
加
し
て
い
た

女
子
選
手
た
ち
に
も
、
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
家
族
や
友
達
が
し
て
い
た
こ
と
。

令
和
７
年
４
月
の
本
格
始
動
を
前
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な
夢
や
ア

イ
デ
ア
を
持
た
れ
て
お
り
「
地
域
の
一
員

と
し
て
、
愛
さ
れ
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
づ

く
り
を
し
た
い
」
「
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
い
、
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
人
と
し
て

魅
力
の
あ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
選

手
や
チ
ー
ム
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
熱
く

語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
選
手
た
ち
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
「
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
」
「
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
る
こ
と
」
な
ど
を
学

女
子
チ
ー
ム
が
で
き
る
ま
で
は
、
男
子
に

交
じ
り
一
人
で
練
習
し
た
り
、
体
の
ぶ
つ
か

り
合
い
で
男
子
に
勝
て
な
か
っ
た
り
と
い
っ

た
苦
労
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
、
男
子
に
交
じ
っ
て
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
つ
か
み
取
っ
た
こ
と
を
、
は
に
か
み

な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
る
選

手
も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
男
子
に
も
引
け
を
取
ら
な

い
選
手
た
ち
で
す
が
、
女
子
チ
ー
ム
が
で

き
た
こ
と
で
「
女
子
で
試
合
に
出
る
こ
と

が
楽
し
み
」「
進
路
の
悩
み
が
な
く
な
っ
た
」

「
も
っ
と
早
く
で
き
て
ほ
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

技
術
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
し
て
も
成

長
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ス
タ
ッ
フ
の
思
い

が
、
選
手
た
ち
に
伝
わ
り
、
受
け
継
が
れ

る
こ
と
で
、
今
後
の
飛
躍
が
大
い
に
期
待

で
き
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
平
成
２７
年
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
議
員
連
盟
（
現
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
全

国
大
会
誘
致
和
歌
山
市
議
会
議
員
連
盟
）

を
設
立
し
、
子
供
た
ち
が
プ
ロ
選
手
と
触

れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
夢
の
後

押
し
も
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
性
別
や

年
代
に
関
係
な
く
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
学
び
や
成
長
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

　取材当日は、話を聞くだけではなく練習も見学さ
せていただきましたが、そのレベルの高さに驚くとと
もに、FC JUNRELO VIVO GIRLSの活躍が楽し
みになりました。和歌山市でも継続してサッカーがで
きる環境ができたことで、近い将来、このチームか
ら巣立った選手たちが、なでしこジャパンの一員とし
て世界で活躍されることを楽しみにしています。

特集担当： 堀 良子、清末 博善、林元 光広

編 後集 記

選
手
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

次
世
代
へ
つ
な
が
る

愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
へ

　和歌山市で活動する、女子中学生サッカークラ

ブチーム。取材時は、選手のうち２人がお休みで

したが、メンバーは全員で６人。夢に向かって日々

練習に励んでいます。

　小坂亮輔代表をはじめ、Jリーグで活躍された

松尾直人総監督、なでしこリーグ２部で活躍され

た英美佐監督、また、西原潤コーチ、吉田佳弘テ

クニカルアドバイザーなど、多くのスタッフが選手

の活動を支えています。

　チームでは、令和７年４月の本格始

動に向けてメンバーを募集中で、初

心者も歓迎とのこと。詳細はこちら→

FC JUNRELO VIVO GIRLSエフシー　 ジュンレーロ　 ヴィーヴォ　 ガールズ　
エフシー　 ジュンレーロ　 ヴィーヴォ　

GIRLSエフシー　 ジュンレーロ　 ヴィーヴォ　 ガールズ　
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12月定例会の概要

開
会

12月９日
・林元光広議員、木野十三議員、志賀弘明議員、
  森下佐知子議員
12月10日
・追加議案の説明（補正予算案4件、条例案4件）
・永野裕久議員、坂口多美子議員、
  山本忠相議員

１２月１１日
・薮　浩昭議員、南畑幸代議員、芝本和己議員
 （P6～P9に概要掲載）
・議案等の委員会付託

一般
質
問
等

12月12日～17日
・総務委員会、厚生委員会、経済文教委員会、
  建設企業委員会で議案について審査
12月18日
・各常任委員会で議案について、討論及び採決
　並びに請願の審査（P10～P11に概要掲載）
12月20日
・厚生委員会で報告事項について審査

常
任
委
員
会

和歌山市議会災害等訓練を実施しました！

令和6年度予算〈12月補正後〉

一般会計 １，565億８００万3千円
（補正額４億４，４３３万7千円）

特別会計及び
公営企業会計

１，３７７億２，１３０万8千円
（補正額２，９７９万3千円）

合 計 ２，９４２億２，９３１万1千円

補正予算の概要

　一般会計では、観光誘客促進補助事業、産地育成
事業、小学校等給食費無償化事業、和歌山電鐵運行
継続支援事業、街路事業、地方道整備事業、母子保健
事業、介護施設防災改修等支援事業、道路災害復旧
事業などに要する経費が計上されました。
　特別会計では、駐車場管理事業特別会計で、中央
駐車場などの指定管理業務委託に要する経費などが
計上されました。
　これらの補正予算案は慎重審査の結果、可決されま
した。

１２月２０日
・各常任委員会の委員長報告
・反対討論（森下議員、山野議員）、採決
・請願（1件）、採決
・追加議案の説明（人事案件5件）、採決

閉
会

　令和6年12月6日、和歌山市議会災害等訓練を実施しました。
　これは、大規模な感染症が発生した場合でも、議会運営を停滞なく
進め、議会の機能維持を図れるよう、和歌山市議会緊急時業務継続計
画（ＢＣＰ）に基づいて実施したものです。
　今回の訓練は、全国各地で新型ウイルス感染症の感染者が発生し
ていることを想定し、和歌山市新型ウイルス感染症対策本部から報告
を受けた丹羽議長がＢＣＰを発動し、議会運営や常任委員会の開催方
法等について、オンライン会議を活用して、各会派の代表者及び各常
任委員会委員長と協議を行いました。 オンラインでの訓練の様子

本市議会の主権者教育の取組をラップで紹介しています！
ぜひチェックしてみてください！

市議会ＰＲ動画できました！

12月5日
・会期の決定（12月5日～12月20日）
・議案説明（報告関係9件、承認関係1件、議案17件
（補正予算案3件、条例案3件、その他11件））

・決算関係の議案（令和6年9月定例市議会議案）
・決算特別委員会の委員長報告
・反対討論（南畑議員）、採決

12
月
定
例
会
の
概
要

12
月
定
例
会

44



12月定例会採決状況
※議案等に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「 ー」、欠席者は「欠」と表記しています。
　なお、議長は通常、採決に加わらないため「／」としています。また、議員名は、会派ごとに議席番号順に表記しています。
※採決状況は、市議会ホームページでもご覧いただけます。

議
案
番
号

件　　　　名 結
果

創和クラブ 公明党議員団 民主クラブ 和歌山興志
クラブ

日本共産党
議員団

日本維新
の会

辻󠄀
本

太
一

林
元

光
広

志
賀

弘
明

浜
田

真
輔

中
村

元
彦

中
谷

謙
二

丹
羽

直
子

井
上

直
樹

芝
本

和
己

戸
田

正
人

古
川

祐
典

山
本

宏
一

北
野

均

遠
藤
富
士
雄

堀

登
美
子

木
野

十
三

堀

良
子

西
風

章
世

園
内

浩
樹

薮

浩
昭

奥
山

昭
博

松
本

哲
郎

山
路

恭
世

清
末

博
善

山
中

敏
生

川
端

康
史

山
本

忠
相

赤
松

良
寛

永
野

裕
久

吉
本

昌
純

尾
﨑

方
哉

坂
口
多
美
子

森
下
佐
知
子

南
畑

幸
代

中
庄
谷
孝
次
郎

山
野
麻
衣
子

承1 市長専決処分事項の承認（令和6年度和
歌山市一般会計補正予算（第5号）） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議1 令和6年度和歌山市一般会計補正予算
（第6号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議2 令和６年度和歌山市駐車場管理事業特
別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議3 和歌山市公衆浴場法施行条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議4 和歌山市都市公園条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議5 和歌山市宅地造成等に関する条例及び
和歌山市手数料条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議6 市道路線認定（３２路線） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議7 市道路線変更（２路線） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議8 指定管理者の指定（福祉交流館） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議9 指定管理者の指定（和歌山市ふれ愛センター） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議10 指定管理者の指定（和歌山市西庄ふれあ
いの郷） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議11 指定管理者の指定（和歌山市営片男波海
水浴場駐車場） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議12 指定管理者の指定（和歌山城天守閣、和
歌山城公園駐車場） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議13

指定管理者の指定（和歌山市営中央駐
車場、和歌山市営北駐車場、和歌山市営
城北公園地下駐車場、和歌山市営けやき
大通り地下駐車場及び和歌山市営けやき
大通り地下自転車等駐車場）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議14 和歌山地方税回収機構規約の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議15 令和６年度和歌山市一般会計補正予算
（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議16 指定管理者の指定（和歌山市西コミュニ
ティセンター） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議17 工事請負変更契約の締結（中央卸売市場
青果卸売場棟外建替工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議18 令和６年度和歌山市一般会計補正予算
（第８号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

議19 令和６年度和歌山市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議20 令和６年度和歌山市卸売市場事業特別
会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議21 令和６年度和歌山市介護保険事業特別
会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議22 和歌山市職員給与条例等の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議23 和歌山市会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議24 和歌山市議会議員の議員報酬等に関する
条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × ×

議25 特別職給与条例及び和歌山市教育委員会
教育長の給与等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × ×

請2
学校の業務量に見合った教職員配置と長
時間労働を抑制するため教員に残業代を
支給可能とする給特法の改正を国に求め
る意見書の提出を求める請願

不採択 × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

議26
～28 農業委員会委員の任命 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮1
～2 人権擁護委員候補者の推薦 異議

なし
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認1～9、11
～14、16、
17（9月）

令和５年度和歌山市各会計決算（公営企
業会計、一般会計、各特別会計決算）の
認定

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × × × 〇 〇

認10、15、
18（9月）

令和５年度和歌山市各特別会計決算の
認定 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇
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の
計
画
は
あ
る
か
。
さ
ら
に
、

自
治
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。
加
え
て
、
デ
ジ

タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
々
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

取
組
が
考
え
ら
れ
る
か
。

  

紙
ベ
ー
ス
の
課
題
と
し
て
情

報
伝
達
に
時
間
が
掛
か
る
、
手

元
に
情
報
が
残
ら
な
い
、
紙
と

印
刷
の
コ
ス
ト
や
配
布
に
伴
う

事
務
負
担
な
ど
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
回
覧
板
電
子
化
を

推
進
す
る
計
画
は
な
い
が
、
自

治
会
の
要
望
に
応
じ
、
デ
ー
タ

提
供
な
ど
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
要
望

に
応
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活

用
方
法
の
講
座
を
行
う
な
ど
情

報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

引
き
続
き
連
帯
保
証
人
を

求
め
る
方
針
な
の
か
、
他
市
の

よ
う
に
緊
急
連
絡
人
で
よ
し
と

す
る
の
か
。

  

緊
急
連
絡
人
制
度
等
へ
の
移

行
に
向
け
、
そ
の
役
割
や
必
要

事
項
の
整
理
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

市
を
信
じ
て
こ
の
ま
ち
に

暮
ら
す
市
民
に
対
し
、
今
後
、

答問答問

多
く
の
自
治
会
が
、
地
域

の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
回
覧

板
を
活
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

紙
ベ
ー
ス
の
回
覧
板
は
、
紛
失
や

回
し
忘
れ
、
高
齢
者
や
忙
し
い

世
代
へ
の
負
担
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
回
覧
板
の
電
子
化
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

紙
ベ
ー
ス
の
回
覧
板
に
伴
う

課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
電
子
化
推
進

問

新
型
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

際
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す

べ
き
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
る
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

制
度
の
認
定
者
数
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
市
長
は
ど
う
捉
え

対
応
す
る
の
か
。
市
と
し
て
国

の
制
度
を
補
完
す
る
経
済
的
支

援
を
行
う
可
能
性
は
ど
う
か
。

  
本
市
の
同
制
度
の
現
状
は

令
和
６
年
11
月
末
現
在
、
申
請

件
数
が
38
件
、
う
ち
認
定
が
25

件
、
否
認
が
３
件
で
あ
る
。
新

た
に
申
請
さ
れ
る
方
は
も
と
よ

り
認
定
さ
れ
た
方
も
医
療
費
や

医
療
手
当
の
申
請
は
続
い
て
い

る
た
め
引
き
続
き
対
象
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
対
象
と
な
る
方
に

対
し
て
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を

答

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

令
和
４
年
８
月
の
市
長
選

で
３
選
さ
れ
た
後
、
初
め
て
の

９
月
議
会
で
の
所
信
表
明
で
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

優
し
い
ま
ち
」「
子
供
た
ち
が
い

き
い
き
と
育
つ
ま
ち
」「
ふ
る
さ

と
で
学
び
働
け
る
ま
ち
」「
県

都
と
し
て
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま

ち
」
の
４
つ
の
ま
ち
の
将
来
像
に

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

市
長
就
任
以
来
10
年
間
の
自

己
評
価
は
ど
う
か
。
ま
た
市
民

に
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
た
い
か
。

  

子
育
て
や
福
祉
予
算
を
大

幅
に
増
加
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
し
て
き
た
。
新
た
な
産

業
や
教
育
機
関
な
ど
の
誘
致
を

行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
築
き

上
げ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
で
、
誘
致
を
実
現
す
る
た
め
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

今
年
も
け
や
き
ラ
イ
ト
パ

レ
ー
ド
が
令
和
６
年
11
月
23
日

か
ら
始
ま
り
、
翌
24
日
に
は

和
歌
山
城
公
園
内
で
ド
ロ
ー
ン

シ
ョ
ー
や
「
和
歌
山
城
～
光
の

回
廊
～
」
も
開
催
さ
れ
、
城
内

及
び
周
辺
に
大
勢
の
方
々
が
集

ま
っ
た
。
フ
ェ
ス
タ
ル
ー
チ
ェ
と

共
に
本
市
の
冬
の
風
物
詩
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

今
回
２
万
人
と
も
い
わ
れ
る

観
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
ド
ロ
ー
ン

シ
ョ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

や
目
的
で
実
施
に
至
っ
た
の
か
。

  

和
歌
山
城
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
業
務
の
受
託
者
と
竜
王
戦
並

び
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
始
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
協
議
す
る
中
で
、
市
長
か

ら
提
案
し
、
相
手
方
の
賛
同
と

協
力
に
よ
り
実
現
に
至
っ
た
。

想
像
を
大
き
く
超
え
る
多
く

問答

林
はやしもと

元 光
みつひろ

広

志
しが

賀 弘
ひろあき

明

ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー

自
治
会
回
覧
板
の
電
子
化

市
営
住
宅
申
込
時
の
保
証
人

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

市
長
就
任
以
来
の
市
政
運
営

ドローンショー

録画中継がご覧
いただけます。

※各会派のスペースは、会派の所属議員数により
　その大きさが異なります。

一般質問の概要では、多数
ある質問項目の中から、特に
市民の皆様へお届けする内
容をピックアップした上で掲
載しています。

一 般 質 問PickUp!
ピ ッ ク ア ッ プ

引用：藤江成光氏「X」投稿 https://x.com/JINKOUZOUKA_jp/
status/1861840453026587009

65歳以上の方に約2億回ワクチン接種
した場合の死亡認定数の比較
※予防接種健康被害救済制度

686.79名

4.46名

2021年4月～
2024年3月19日

2012～
2021年度

193,362,873回

179,221,430回

664名

4名

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

2億回換算
死亡認定数期 間接種回数死亡

認定数

約154倍166倍

創
和
ク
ラ
ブ

一
般
質
問

12
月
定
例
会
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西
の
雑
賀
橋
両
サ
イ
ド
の
か
わ

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
強
く
要

望
す
る
が
ど
う
か
。

  

夜
市
の
通
年
開
催
に
向
け
、

事
業
者
と
調
整
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後

雑
賀
橋
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

和
歌
の
浦
の
奠
供
山
に
設

置
さ
れ
て
い
た
日
本
初
の
鉄
骨

式
屋
外
型
で
東
洋
一
の
高
さ
で

あ
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
あ
し
べ
庵
敷
地
内
に
案
内

板
を
設
置
す
る
な
ど
、
も
っ
と

情
報
発
信
を
し
て
は
ど
う
か
。

  

現
在
、
古
写
真
を
展
示
し

情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
今
後

も
歴
史
文
化
の
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
案
内
板
の
設
置
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

答問答

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

目
的
と
し
て
い
た
和
歌
山
城
公

園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き

く
貢
献
し
た
も
の
と
考
え
る
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

や
和
歌
山
市
フ
ァ
ン
の
増
加
の
一

翼
を
担
う
の
が
観
光
発
信
人
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

  

本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
各
界

で
影
響
力
を
持
つ
方
々
を
委
嘱

し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の

情
報
発
信
や
本
市
以
外
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
本
市
を
紹
介
す
る
な

ど
自
発
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て

い
る
。
本
市
か
ら
は
随
時
、
発

信
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

青
岸
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
代
わ
る
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
は
、
概
算
事
業
費
約
６
１
１

億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
施
設

単
体
で
見
る
と
市
と
し
て
過
去

最
大
の
投
資
と
な
る
。
建
設
費

問答問

用
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
計

画
あ
り
き
で
拙
速
に
進
め
る
こ

と
な
く
緻
密
に
調
査
し
検
討
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

建
設
予
定
地
ま
で
の
イ
ン
フ

ラ
を
含
む
整
備
や
運
営
に
係
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ロ
ー
が
示
さ
れ
て

い
な
い
中
、
全
体
的
な
判
断
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
概
算
事
業
費
は
ど
の
よ
う

に
設
定
さ
れ
た
の
か
。

  
キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ロ
ー
は
、
今

後
の
各
種
調
査
業
務
や
基
本
設

計
等
の
中
で
精
査
し
て
い
く
。

概
算
事
業
費
は
、
当
該
基
本
計

画
策
定
業
務
の
受
注
者
に
技
術

士
や
施
設
整
備
計
画
の
業
務
経

験
者
を
配
置
さ
せ
、
試
算
し
た
。

見
積
等
を
依
頼
し
た
結
果
、
最

高
値
を
除
く
３
者
平
均
値
の
６

１
１
億
円
と
設
定
さ
れ
た
。

地
域
生
活
支
援
事
業
は
障

害
者
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の

で
、
そ
の
多
く
は
国
の
必
須
事

業
で
あ
る
。
国
の
補
助
率
は
本

来
50
％
と
の
説
明
だ
が
、
令
和

５
年
度
は
29・３
％
で
あ
り
、
年

間
必
要
経
費
約
４
億
１
０
０
０

万
円
の
う
ち
８
０
０
０
万
円
は

市
の
一
般
財
源
か
ら
捻
出
し
て
い

る
。
現
状
へ
の
市
の
対
応
と
国

答問

の
見
解
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市

長
は
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

  

必
要
対
象
経
費
を
申
請
し

て
い
る
が
、
国
費
は
厚
生
労
働

大
臣
が
必
要
と
認
め
た
基
準
額

の
２
分
の
１
の
補
助
と
な
っ
て
お

り
本
市
の
負
担
が
続
い
て
い
る
。

国
へ
要
望
し
て
い
る
が
、「
引
き

続
き
予
算
確
保
に
向
け
努
力
す

る
」と
の
返
事
で
あ
る
。
基
準
額

を
対
象
経
費
と
同
額
と
取
り
扱

う
よ
う
働
き
掛
け
る
。

広
域
連
携
の
深
化
は
本
市

の
水
道
事
業
持
続
に
と
っ
て
有

意
義
で
あ
る
。
本
市
に
と
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
を「
作
る
」「
確
認
す

る
」
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
、
県
と
一
緒
に
作
成
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

県
が
各
市
町
村
の
実
情
に
応

答問答

じ
た
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
を
作

成
で
き
る
よ
う
、
協
議
を
行
い
た

い
。
各
市
町
村
が
協
議
し
た
結

果
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分

的
作
成
は
協
力
依
頼
が
あ
っ
た

際
は
応
じ
て
い
き
た
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
本
市

の
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
７

月
９
日
の
和
歌
山
大
空
襲
の
記

憶
を
継
承
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
る
。
そ
の
日
に
、
市

民
が
黙
と
う
を
行
う
よ
う
な
取

組
を
し
て
は
ど
う
か
。

  

令
和
７
年
は
戦
後
80
年
の

節
目
で
あ
り
、
黙
と
う
へ
の
協
力

を
市
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て

啓
発
し
て
い
く
。

半
年
限
定
開
催
の
市
堀
川

夜
市
を
通
年
開
催
す
る
と
と
も

に
、
築
地
浜
通
り
や
旧
帝
国
座

問答問

芝
しばもと

本 和
かずき

己

公
明
党
議
員
団

木
きの

野 十
じゅうぞう

三

ご
み
処
理
施
設
の
今
後

観
光
発
信
人
の
活
用

水
道
事
業
の
広
域
化

厚
生
労
働
省
所
管
の
補
助
金

７・９
和
歌
山
大
空
襲
の

記
憶
継
承

市堀川夜市

宿
泊
税
の
導
入

ま
ち
づ
く
り

雑賀橋

地域生活支援事業に係る
国庫補助所要額と受入額の推移

28.5%

29.0%

29.5%

30.0%

30.5%

31.0%

31.5%
31.0%30.9%

5432元

千円 0
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150000

200000

250000

300000

対象経費に
係る補助率

対象経費に
補助率を乗じた額

国庫補助
受入額
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30.0%

29.3%
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宿
泊
税
導
入
に
は
、
決
め

た
目
的
に
対
し
自
治
体
が
自
由

に
使
え
、
ま
た
、
基
本
的
に
本

市
以
外
の
方
か
ら
徴
収
す
る
た

め
、
市
民
に
負
担
を
か
け
な
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
ほ
ぼ
な
い
と
感
じ
て
お

り
、
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

  

令
和
元
年
度
に
研
究
に
着

手
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
断
し
て
い
る
。

県
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
導
入
の
必
要
性
を

含
め
研
究
を
再
開
し
て
い
く
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
２
級
の
保
持
者
は
、
重
度
心

身
障
害
児
者
医
療
費
助
成
の
対

象
外
で
あ
る
た
め
、
医
療
費
負

担
が
大
変
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

２
級
の
方
を
助
成
の
対
象
に
す

る
よ
う
何
度
も
訴
え
て
き
た
が
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
研
究
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

  

県
内
市
町
村
な
ど
で
情
報

収
集
を
行
っ
た
結
果
、
精
神
障

問答問答

害
者
の
方
は
、
雇
用
の
不
安
定

さ
や
収
入
の
低
さ
が
う
か
が
え

る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
き
た
。

助
成
対
象
の
拡
充
に
つ
い
て
、

岩
出
市
と
紀
の
川
市
の
３
市
共

同
要
望
を
県
知
事
に
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
県
に

要
望
を
行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
健
康
を
守
る
観

点
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
助
成
の
必
要
性
を
以
前

か
ら
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
で

訴
え
て
き
た
。
結
果
、
本
市
は

令
和
６
年
４
月
か
ら
任
意
接
種

で
の
助
成
を
始
め
た
。
厚
生
労

働
省
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
B

類
疾
病
で
の
定
期
接
種
化
の
予

定
を
示
し
て
い
る
が
、
対
象
年

齢
、
助
成
費
等
は
ど
う
検
討
し

て
い
る
か
。

  

現
時
点
で
は
方
針
が
示
さ
れ

た
の
み
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
の

動
向
を
注
視
し
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

本
市
は
、
東
京
都
北
区
と

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
た
が
、
北
区
と
の

関
係
は
、
約
８
０
０
年
前
か
ら

つ
な
が
り
が
あ
り
、
飛
鳥
山
に

桜
を
植
え
た
徳
川
吉
宗
公
や
、

陸
奥
宗
光
伯
と
渋
沢
栄
一
翁
と

問答問

の
親
交
な
ど
、
歴
史
的・文
化
的

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
、

子
供
た
ち
と
の
相
互
交
流
や
、

文
化・
観
光
等
、
歴
史
的
意
義

も
踏
ま
え
て
友
好
都
市
な
ど
の

協
定
を
締
結
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

  

今
後
、
連
携
協
定
の
締
結

を
見
据
え
様
々
な
連
携
を
積
み

重
ね
、
相
互
の
理
解
と
信
頼
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

和
歌
山
バ
ス
の
雑
賀
崎
循

答問

環
線・
六
十
谷
線・
鳴
神
線
の
３

路
線
に
つ
い
て
昨
年
末
廃
止
が

表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
単
に
バ

ス
路
線
の
廃
止
問
題
で
は
な
く
、

人
が
暮
ら
す
ま
ち
の
価
値
を
下

げ
て
し
ま
う
か
ど
う
か
、
住
む

人
や
訪
れ
る
人
の
移
動
権
及
び

交
通
権
を
確
保
で
き
る
か
ど
う

か
の
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験

以
外
に
目
新
し
い
地
域
公
共
交

通
の
維
持
に
向
け
た
取
組
は
な

く
、
少
し
で
も
乗
車
し
て
も
ら

え
る
よ
う
研
究
し
工
夫
す
る
の

が
行
政
の
使
命
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
覚
悟
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
令
和
６
年
２
月
議
会

で
「
守
り
か
ら
攻
め
へ
の
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切
り
、
誰
も
が

便
利
で
安
心・安
全
、
快
適
に
移

動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
」と
の
答
弁
を
得
た
が
、
そ
の

市
長
の
思
い
が
当
局
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
に
乗
車
し
て
も
ら
う
た

め
の
答
え
は
、
住
民
の
中
に
し

か
な
い
。
よ
っ
て
、
沿
線
住
民

全
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な

ど
、
徹
底
し
て
住
民
の
考
え
を

聞
き
、
答
え
を
探
し
出
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

３
路
線
の
沿
線
自
治
会
を

対
象
に
意
見
交
換
等
を
行
っ
た

が
、
全
て
の
住
民
の
声
を
聞
け
た

と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
は
、

沿
線
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、
幅
広
く
意
見
収

集
を
行
う
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

宮
前
地
区
の
交
通
空
白
地

域
は
、
市
の
定
義
す
る
公
共
交

通
不
便
地
域
に
該
当
し
な
い
が
、

高
齢
者
も
多
く
住
ん
で
お
り
、

実
情
に
合
っ
て
い
な
い
。
住
民

と
話
し
合
い
、
ど
う
す
れ
ば
住

民
の
移
動
を
一
定
充
足
さ
せ
ら

れ
る
の
か
答
え
を
導
き
出
す
の

は
、
行
政
の
仕
事
で
は
な
い
か
。

  

本
市
で
は
、
鉄
道
駅
か
ら

１
㎞
、
バ
ス
停
か
ら
５
０
０
ｍ

以
上
離
れ
た
地
域
を
公
共
交
通

不
便
地
域
と
定
義
し
対
策
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
距
離
を
歩

く
こ
と
が
困
難
な
方
も
い
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
と
話
し
合
い
、
実
態
や
ニ
ー

答問答

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通

民
主
ク
ラ
ブ

山
やまもと

本 忠
ただすけ

相

友
好
都
市

薮
やぶ

 浩
ひろあき

昭

福
祉
行
政

和歌山バス

飛鳥山公園（東京都北区提供）
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ズ
を
把
握
す
る
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

廃
止
対
象
と
さ
れ
た
３
路

線
及
び
宮
前
地
区
の
交
通
空
白

地
域
で
住
民
の
意
見
を
聞
き
、

実
態
把
握
を
早
急
に
実
施
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

３
路
線
に
つ
い
て
は
、
交
通

関
連
事
業
者
と
も
連
携
し
実
態

把
握
に
努
め
て
い
く
。
宮
前
地

区
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
不

便
地
域
に
は
該
当
し
な
い
が
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
実

態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
公

費
助
成
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
う
ち
、
95
・６
％
の
自
治
体

が
50
歳
以
上
を
対
象
に
し
て
い

る
が
、
本
市
で
は
、
現
在
満
65

歳
と
満
70
歳
の
方
の
み
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
対
象
年
齢
を
緩

和
し
て
は
ど
う
か
。

問答問
  

厚
生
科
学
審
議
会
の
報
告

や
他
自
治
体
の
動
向
も
見
な
が

ら
、
更
な
る
発
症
予
防
や
重
症

化
予
防
の
た
め
、
対
象
年
齢
の

拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
生

ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
発
症
予
防
効

果
や
持
続
性
な
ど
が
よ
り
有
効

だ
が
、
２
回
接
種
が
必
要
で
あ

り
、
２
回
目
も
公
費
助
成
の
対

象
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
１
回
当
た
り
の
接
種
費

用
が
約
２
万
４
千
円
で
、
生
ワ

ク
チ
ン
の
約
８
千
５
０
０
円
に

比
べ
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
４
千
円
の
助
成
金
額
に

上
乗
せ
し
て
は
ど
う
か
。

  

現
在
１
回
分
の
み
対
象
で

あ
る
が
、
今
後
接
種
率
の
推
移

を
見
な
が
ら
、
接
種
回
数
に
応

じ
た
公
費
助
成
の
実
現
や
、
助

成
額
の
増
額
を
検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
通
学
が
許
さ
れ
て

い
る
市
立
中
学
校
11
校
中
、
校

則
に
よ
り
学
校
指
定
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
み
の
着
用
を
義
務
付
け
て

い
る
６
校
に
つ
い
て
、
生
徒
自

身
が
か
ぶ
り
た
い
と
思
う
市
販

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
認
め
る
こ

と
で
、
着
用
率
が
高
く
な
る
と

考
え
る
た
め
、
教
育
委
員
会
か

答問答問

ら
通
達
を
出
し
、
自
由
化
を
促

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

文
部
科
学
省
の
通
知
に
よ

り
、
校
則
が
児
童
生
徒
の
実
情

や
時
代
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
絶
え

ず
積
極
的
に
見
直
す
よ
う
指
示

し
て
お
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い

て
も
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
意

見
を
聴
取
す
る
な
ど
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
校
則
を
見
直
す
よ

う
各
学
校
に
指
示
し
て
い
く
。

答

計
画
に
関
わ
る
事
業
費
用
、

場
所
、
規
模
な
ど
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
開
き
、
広
く
意
見
を

聞
く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

  

計
画
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
、
近
隣
地
区
の
各

連
合
自
治
会
長
へ
の
概
要
説
明

な
ど
、
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

皆
様
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
く
。

生
産
緑
地
は
農
地
を
守
る

重
要
な
制
度
だ
が
、
市
は
年
齢

や
面
積
で
独
自
規
制
し
て
い
る
。

締
め
付
け
で
な
く
営
農
し
や
す

い
制
度
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
市
街
化
区
域
の
農
業

振
興
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

  

優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街

化
を
図
る
べ
き
区
域
で
あ
り
耕

作
放
棄
等
、
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
慎
重
に
対
応
す
る
。

問答問答

市
は
粗
大
ご
み
有
料
化
の

議
論
を
始
め
た
が
、
他
市
は
再

利
用
し
減
量
施
策
を
実
施
し
て

い
る
。
市
も
減
量
施
策
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

他
市
を
参
考
に
、
ま
だ
使

用
で
き
る
不
用
品
は
ご
み
と
せ

ず
、
リ
ユ
ー
ス
の
推
進
に
有
効
な

施
策
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

問答

永
ながの

野 裕
ひろひさ

久

日
本
共
産
党
議
員
団

市
街
化
区
域
の
農
業
振
興

ご
み
減
量
施
策

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画

坂
さかぐち

口 多
たみこ

美子

南
みなみばた

畑 幸
さちよ

代

和
歌
山
興
志
ク
ラ
ブ

市議会の活動をより一層知っていただくために、
声の市議会だより（市議会だよりの音声版）を作成
しています。

ご希望の方は、議会事務局 秘書広報課
☎435-1120 までご連絡ください。

声の市議会だより
（市議会だよりの音声版）

医
療・健
康
行
政

教
育
行
政

森
もりした

下 佐
さちこ

知子

次の
定例会は、
2月です！

一
般
質
問

12
月
定
例
会
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総
務
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
承
認
案
件

１
件
及
び
議
案
10
件
に
つ
い
て
、慎
重
審

査
の
結
果
、承
認
及
び
可
決
す
べ
き
も

の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、議
案

の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

承
第
１
号
、市
長
専
決
処
分
事
項
の

承
認
を
求
め
る
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、令

和
６
年
10
月
27
日
執
行
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
令
和
６
年
10
月
２
日
付
け
で
市
長
専

決
処
分
し
た
も
の
を
、同
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
へ
報
告
し
、承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号
、和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、令
和
６

年
度
よ
り
個
人
住
民
税
均
等
割
と
併
せ

て
森
林
環
境
税
を
市
町
村
が
賦
課
徴
収

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、和
歌
山

地
方
税
回
収
機
構
の
共
同
処
理
す
る
事

務
を
変
更
す
る
た
め
、改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

議
案
第
22
号
、和
歌
山
市
職
員
給
与

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、及
び
議
案
第
23
号
、和
歌

山
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
こ

れ
は
、和
歌
山
市
人
事
委
員
会
が
行
っ

た
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
及

び
勧
告
に
基
づ
く
給
料
表
の
引
上
げ

及
び
勤
勉
手
当
等
の
支
給
率
の
改
定

を
行
う
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、災
害
警

戒
本
部
の
設
置
状
況
、大
規
模
津
波
防

災
総
合
訓
練
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
し
、各
委
員
か
ら
意
見
、指

摘
及
び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
５
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

議
案
第
１
号
、令
和
６
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）中
、

公
費
負
担
医
療
制
度
シ
ス
テ
ム
改
修
支

援
事
業
２
０
２
万
６
千
円
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
、医
療
機
関
等
が
行
う
自
立
支

援
医
療
の
受
給
者
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
一
体
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

改
修
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

介
護
施
設
防
災
改
修
等
支
援
事
業
１

６
０
１
万
５
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、

介
護
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進

す
る
た
め
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
や
非
常

用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
を
行
う
施

設
に
対
し
て
、補
助
す
る
も
の
で
す
。

予
防
接
種
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
５
１

７
万
１
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、定

期
接
種
の
対
象
と
な
っ
た
５
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
及
び
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
15
価
）に
つ
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情

報
連
携
を
可
能
と
す
る
た
め
、予
防
接

種
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の

で
す
。

青
岸
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
計
装
シ

ス
テ
ム
更
新
事
業
３
億
５
５
３
０
万

円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、ご
み
焼
却
プ
ラ

ン
ト
の
運
転
を
監
視
、制
御
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、部
品
の
製
造
終
了

に
伴
い
保
守
が
困
難
な
見
通
し
と
な
っ

た
た
め
、シ
ス
テ
ム
更
新
を
行
う
も
の

で
す
。

議
案
第
３
号
、和
歌
山
市
公
衆
浴
場

法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、ア
ウ
ト
ド

ア
サ
ウ
ナ
な
ど
浴
場
形
態
の
多
様
化
が

進
む
昨
今
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
、入

浴
者
の
衛
生
及
び
風
紀
に
必
要
な
措
置

を
定
め
た
基
準
を
見
直
す
た
め
、所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、国
民
健

康
保
険
料
の
見
直
し
、西
防
波
堤
埋
立

用
地
へ
の
移
転
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備

費
用
の
考
え
方
、太
陽
光
発
電
事
業
の

進
捗
な
ど
に
つ
い
て
、執
行
部
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、こ
れ
ら
に
対
し
、

各
委
員
か
ら
意
見
、指
摘
及
び
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

委 員 会 審 査 の 概 要

録画中継

12月13日

12月17日

録画中継

12月12日

12月16日

委
員
会
審
査
の
概
要

12
月
定
例
会
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建
設
企
業
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
８

件
に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決

す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
１
号
、令
和
６
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）中
、

地
方
道
整
備
事
業
９
０
０
万
円
に
つ
い

て
。
こ
れ
は
、地
方
道
整
備
事
業
に
お

い
て
、国
庫
支
出
金
が
追
加
配
分
さ
れ

た
た
め
、増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

和
歌
山
電
鐵
運
行
継
続
支
援
事
業

６
４
８
４
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、

利
用
者
減
少
や
物
価
高
騰
等
の
影
響

が
続
い
て
い
る
和
歌
山
電
鐵
に
対
し
、

安
全
な
運
行
継
続
を
図
る
た
め
の
設
備

修
繕
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

街
路
事
業
２
４
０
０
万
円
に
つ
い

て
。
こ
れ
は
、街
路
事
業
に
お
い
て
、国

庫
支
出
金
が
追
加
配
分
さ
れ
た
た
め
、

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号
、令
和
６
年
度
和
歌
山

市
駐
車
場
管
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）中
、道
路
駐
車
場
管
理

事
業（
城
北
公
園
地
下
駐
車
場
）１
億

１
３
４
２
万
５
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ

は
、城
北
公
園
地
下
駐
車
場
の
指
定
管

理
業
務
委
託
を
行
う
も
の
で
す
。

道
路
駐
車
場
管
理
事
業（
け
や
き
大

通
り
地
下
駐
車
場
及
び
け
や
き
大
通
り

地
下
自
転
車
等
駐
車
場
）３
億
４
３
９

６
万
５
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、け
や

き
大
通
り
地
下
駐
車
場
及
び
け
や
き

大
通
り
地
下
自
転
車
等
駐
車
場
の
指

定
管
理
業
務
委
託
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号
、令
和
６
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）中
、

道
路
災
害
復
旧
事
業
２
３
９
１
万
５

千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、市
道
加
太

１
０
２
号
線
災
害
復
旧
工
事
に
お
い

て
、施
工
工
法
の
一
部
が
特
許
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、増

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、（
仮
称
）

梅
原
広
場
の
用
地
確
保
及
び
ア
ク
セ
ス

道
路
の
協
定
書
締
結
な
ど
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
し
、
各
委
員
か
ら
意
見
、

指
摘
及
び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
文
教
委
員
会

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
６
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
、ま
た
、請
願
１
件
に
つ
い

て
、不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、議
案
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
１
号
、令
和
６
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）中
、

観
光
誘
客
促
進
補
助
事
業
６
６
０
万

円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、大
阪
・
関
西
万

博
２
０
２
５
を
契
機
と
し
た
効
果
的

な
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
、観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
や
観
光
情
報
を
宿
泊
予
約

や
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
、新
た
な
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
も
の

で
す
。

産
地
育
成
事
業
23
万
３
千
円
に
つ
い

て
。
こ
れ
は
、有
機
農
業
等
を
行
う
農

業
者
団
体
に
対
し
て
支
援
す
る
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い

て
、県
支
出
金
の
追
加
内
示
に
合
わ
せ

て
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

小
学
校
等
給
食
費
無
償
化
事
業（
県

支
出
金
）１
億
９
７
８
５
万
１
千
円
に

つ
い
て
。
こ
れ
は
、小
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校（
前
期
課
程
）で
実
施
し
て
い

る
給
食
費
無
償
化
に
対
す
る
県
支
出
金

の
受
入
れ
を
行
う
も
の
で
す
。

中
学
校
管
理
事
業
１
７
６
万
１
千

円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、令
和
７
年
度
の

新
入
生
に
階
段
昇
降
機
の
必
要
と
な
る

生
徒
の
入
学
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、階

段
昇
降
車
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号
、令
和
６
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）中
、

西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業
２
億
７
３
９
３
万
４
千
円
に
つ

い
て
。
こ
れ
は
、西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
委
託
を
行
う
も

の
で
す
。

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、「
わ
か

や
ま
学
生
×
企
業

就
活
交
流
会
」の

開
催
報
告
に
つ
い
て
、地
域
活
性
化
起

業
人
の
公
募
に
つ
い
て
、（
仮
称
）梅
原

広
場
の
用
地
確
保
及
び
活
用
検
討
に
つ

い
て
、市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
計
画
、在

り
方
に
つ
い
て
、和
歌
山
市
立
和
歌
山

あ
け
ぼ
の
中
学
校
入
学
申
請
状
況
等
に

つ
い
て
、中
学
校
全
員
給
食
な
ど
に
つ

い
て
、執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
り
、こ
れ
ら
に
対
し
、各
委
員
か
ら
意

見
、指
摘
及
び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

たま電車ミュージアム号
デザイン：水戸岡鋭治

委員会の模様をインターネットで配信しています！
市議会ホームページから録画中継がご覧いただけます。

録画中継

12月13日

12月17日

録画中継

12月12日

12月16日

委
員
会
審
査
の
概
要

12
月
定
例
会
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地球環境保護のために、
再生紙及び植物油インキを使用しています。

和歌山市議会ホームページ
http://www.city.wakayama.wakayama.jp/gikai/

和歌山市議会

台湾・高雄市訪日団が表敬訪問に来られました！
　令和６年１１月１３日、和歌山市と高雄市の交流促進に関する覚
書の調印式が行われ、丹羽議長、日台友好和歌山市議会議員連
盟の遠藤会長はじめ、多くの議員が出席しました。和歌山市議会
と高雄市議会は、平成３０年に友好交流に関する覚書を締結して
おり、今回両市が覚書を締結されたことは、本市議会にとっても
大変喜ばしいことです。今後も、経済・観光・文化・スポーツ等の分
野で交流し、一層両市の発展につながるよう尽力してまいります。

市
議
会
表
敬
訪
問
の
様
子

和歌山市議会広報委員会
【委員長】中谷 謙二　   【副委員長】堀 良子
【委　員】山野 麻衣子　山路 恭世 　  清末 博善
　　　　堀 登美子　　辻本 太一 　  林元 光広
　　　　坂口 多美子   永野 裕久

　令和６年１１月１日、木本小学校にて、和歌山市の課題について解決策を
考えた６年生の発表会があり、広報委員を中心に、議員１１名が出席しまし
た。いずれの発表も、子供らしい柔軟な発想でよく考えられた大変すばらし
いものでした。和歌山市の未来を担う子供たちが地域の一員として、今後ま
すます成長することを楽しみにしています。

木本小学校の発表会にお邪魔しました！

市議会だよりを採点してください!

R6.12月時点

議会広報アンケート
実施期間:
令和7年4月30日
（水）まで

現在

広報委員会からのお知らせ

熊
本
市
で
の

行
政
視
察
の
様
子

　総務委員会では、令和６年１１月１３日に、抜本的な業務見直
しを図る熊本市へ「市役所改革」について、自治体向けサービス
も展開するＬＩＮＥヤフーコミュニケーションズ（株）へ「ＬＩＮＥを活
用した市民サービスの向上」について、同１４日に、オンラインを
活用したノンストップ行政の実現を目指す福岡市へ「ＤＸ戦略」
について、それぞれ視察を行いました。

総　務
委員会

調査活動報告

倉
敷
市
で
の

行
政
視
察
の
様
子

　経済文教委員会では、令和６年１１月５日、倉敷市を訪問し、
倉敷市企画財政局企画財政部日本遺産推進室から、日本遺産
推進室の取組について、概要や今後の展望などの説明を受け
ました。また、同６日、姫路市中央卸売市場を訪問し、担当課か
ら、中央卸売市場の移転再整備について説明を受けた後、現地
視察を行いました。

経済文教
委員会

調査活動報告

流
山
市
で
の

行
政
視
察
の
様
子

　厚生委員会では、令和６年１１月５日に流山市でこどもの意
見表明・参加を促進するこども・若者ボイスプロジェクト及び流
山市子どもの生活応援臨時給付金について、同６日に市原市で
松ヶ島終末処理場下水汚泥固形燃料化事業について、同７日に
三鷹市で在宅医療・介護の推進を目指す三鷹市福祉Ｌａｂｏどん
ぐり山について調査を行いました。

厚生
委員会

調査活動報告

首
都
圏
外
郭
放
水
路
の

現
地
視
察
の
様
子

　建設企業委員会では、令和６年１１月１３日に小松市を訪問
し、スマートシティ推進課から「中山間地域におけるドローンを
活用した買物代行サービスの取組」について、概要や今後の展
望などの説明を受けました。また、同１４日に春日部市を訪問し
「首都圏外郭放水路」について、当該施設の技術等の説明を
受け、現地視察を行いました。

建設企業
委員会

調査活動報告

3.5!!
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